
 

 

令和 6 年度 

特定非営利活動法人 

「ふるさとの森づくりセンター」 

 

通常総会議案書 

 

 

 

議     事 

 

第 1 号議案  令和 5 年度事業報告および決算報告 

 

第 2 号議案  役員体制の提案 

 

第 3 号議案  令和 6 年度事業計画（案）及び活動予算（案） 



 

 

 

 

【概 要】 

新型コロナウイルスの感染防止に努めながら、野外での活動の利点を活かし、あきる野市菅生地区（鯉

川流域）を中心に事業を展開しました。 

総会１回、理事会１回を開催しました。 

 

 環境教育事業   

①  自然の学校 

小中学生を主とした子ども達を対象に菅生地区を中心に里山の自然素材を活用した体験重視型の環境教

育を行いました。3 年ぶりにコロナ以前と同様の内容で一年を通じて開催することが出来ました。ホタル

キャンプも宿泊で行い、久しぶりに子ども達とホタルを見ることが出来ました。泊まりでゆっくり時間が

とれたこともあり、友達同士の仲がより深まった様子でした。活発に楽しむ子ども達、心待ちにしていた

企画が全てできたことに感慨深い思いでした。今年で 30 周年となり、記念のエコバッグを作成しました。 

（4 月：春の里山散策・野草を味わう、6 月：ホタルキャンプ、8 月：川遊び・流しそうめん、10 月：さつまいも収穫・

秋の里山散策、12 月：餅つき・正月飾りづくり・校長ありがとう会、2 月：たき火(花炭)・落ち葉だめづくり→雨天：竹

工作） 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 事業報告 
特定非営利活動法人 ふるさとの森づくりセンター 

6 月：ホタルキャンプ 

8 月：川遊び・流しそうめん 
10 月：さつもいも掘り・秋の里山散

 

2 月：竹工作(雨天プログラム) 

 

第１号議案 

12 月：もちつき・正月飾りづくり 

4 月：春の里山散策・野草を味わう 



 

 

② あきる野市自然環境学習委託業務  

(1) 遊び体験から雑木林の自然と親しくなる「菅生子ども森活動」を開催（年４回）。（７月：水辺の

生き物と川の観察、9月：森や野原で昆虫探しと簡易標本づくり体験、11月：火起こし体験、1月：竹の伐採と竹を使

った作品づくり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) オオムラサキの生息する森づくりを進める「子どもが主役オオムラサキの森活動」を実施（年５

回）（6月：オオムラサキの観察と森づくり体験(下草刈り)、8月：夏のオオムラサキ幼虫と森の昆虫探し、名札づく

りや竹細工、10月：(雨天プログラム)植物の不思議・理想の森を描く、12月：オオムラサキ越冬幼虫探し、2月：冬の

生きもの探し・落葉かき体験） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

   

 

 

 

 

7 月：水辺の生き物と川の観察 9 月：簡易標本づくり体験 

1 月：竹細工 

2 月：冬の生きもの探し・落ち葉かき 

11 月：火起こし体験  

 

6 月：オオムラサキの観察と森づくり体験 8 月：夏のオオムラサキ幼虫と森の昆虫探し 

10 月：植物の不思議・オオオムラサキの棲む理想の森を描く 

12 月:オオムラサキ幼虫調査と火起こし体験

 



 

 

③ あきる野市立多西小学校環境教育 

10 月に 2 年生の「生活科町たんけん」の授業を支援しました。菅生若宮探検の森において、森の

様子や自然の仕組みなどのお話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 まちづくりの推進事業  

農業体験くらぶ 

遊休農地を活用したトマト等の農産物の栽培及び販売を行いました。野菜は苗からの生産を継続し

技術も向上し、霊園が近い立地を活かした花の栽培にも着手しました。あきる野市社会福祉協議会か

らの農業ボランティアや新規参加者が定期的に作業を行い、活動が充実しました。隣接する竹林にも

整備担い手が現れ竹プロジェクトろがスタートし、ボーイスカウトのメンバー等幅広い年齢層の方に

活動を支えて頂いております。また、親子の里山体験の企画を 6 回行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 里山の再生と活性化事業   

① 横沢入地区保全活動 

市民協議会による横沢入里山保全地域の保全活動へ月１回の話し合いと保全活動に参加し、他の団

体と協力して里山整備に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

竹プロジェクト 

湿地の保全（ヨシの根抜き） 

親子里山体験 

野菜苗づくり 



 

 

 里山の保全と調査研究事業  

生態系に配慮した里山の再生、維持管理手法を確立するため

に、その時々の現況を把握するための環境調査を行ないました。 

横沢入里山保全地域において、生息する野生生物のヤマトセンブ

リの卵塊数、ホタル類（ゲンジボタル・ヘイケボタル）の生息状況、

カヤネズミの生息状況調査等を実施しました。 

    

 

 

 

 

 普及啓発事業  

①  リフレッシュツアー 

春（5 月）は雨天中止。秋（9 月）の 1 回実施し

ました。 

秋のツアーは、午前中栗拾いを行ない、午後からコ

ラージュを実施しました。多数の参加者とゆったり

と作業を行い、最後に作品を発表し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

②  活動情報の発信 

・会員向けに FULL MORI 新聞を発行しました。（年６回） 

・当センターのホームページにて、団体や活動内容等について紹介をしました。 

 ふるさとの森づくりセンター  http://mori.grupo.jp/  

・facebook  

「理事長のブログ」畑の活動を中心に発信しています。 

「菅生子どもが主役のオオムラサキの舞う森」で、あきる野市環境学習業務のオオムラサキの森活動の

活動報告等を行いました。 

カヤネズミ球巣調査 

http://mori.grupo.jp/


(円)

予算額 決算額 予算残額 執行率(%)

正会員受取会費 60,000 42,000 18,000 70

賛助会員受取会費 110,000 25,000 85,000 22.7

170,000 67,000 103,000 39.4

環境教育事業収益 716,829 594,892 121,937 83
まちづくり推進事業収益
- まちづくり

700,000 323,000 377,000 46.1

普及啓発事業収益 20,000 18,000 2,000 90

1,436,829 935,892 500,937 65.1

受取寄付金 100,000 312,000 -212,000 312

100,000 312,000 -212,000 312

受取利息 0 8 -8 0

0 8 -8 0

1,706,829 1,314,900 391,929 77

環境教育事業費 469,000 399,860 69,140 85.3

里山再生事業費 10,000 0 10,000 0

まちづくり事業費 810,000 759,171 50,829 93.7

里山保全・調査研究事業費 2,000 3,000 -1,000 150

普及啓発事業費 68,900 37,000 31,900 53.7

1,359,900 1,199,031 160,869 88.2

会議費 1,000 0 1,000 0

旅費交通費 50,000 52,765 -2,765 105.5

通信運搬費 50,000 55,787 -5,787 111.6

消耗品費 10,000 117,510 -107,510 1175.1

印刷製本費 50,000 44,277 5,723 88.6

水道光熱費 110,000 92,165 17,835 83.8

賃借料 30,000 45,770 -15,770 152.6

支払手数料 0 330 -330 0

租税公課 1,000 2,250 -1,250 225

雑費 40,000 35,750 4,250 89.4

342,000 446,604 -104,604 130.6

1,701,900 1,645,635 56,265 96.7

4,929 -330,735 335,664 -6710

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

4,929 -330,735 335,664 -6710

4,929 -330,735 335,664 -6710

1,328,232 1,328,232 0 100

1,333,161 997,497 335,664 74.8

 当期経常外増減額

 税引前当期正味財産増減額

 当期正味財産増減額

 正味財産期首残高

 正味財産期末残高

 2.経常外増減の部

  (1)経常外収益

  経常外収益合計

  (2)経常外費用

  経常外費用合計

   事業費計

  管理費

   管理費計

  経常費用合計

 当期経常増減額

   雑収益

   雑収益計

  経常収益合計

  (2)経常費用

  事業費

   受取会費計

   事業収益

   事業収益計

   受取寄付金

   受取寄付金計

2023年度　活動計算書（予算対比）
2023年04月01日～2024年03月31日(配賦)

特定非営利活動法人　ふるさとの森づくりセンター　特定非営利活動に係る事業の会計

科目

 1.経常増減の部

  (1)経常収益

   受取会費



 
 

   



監 査 報 告 書

特定非営利活動法人 ふるさとの森づくリセンター

理事長  浅 原 俊 宏 殿

itl/+ \-n2/a

⌒

監事がなノ気負促轟)

私は、特定非営利活動促進法第 18条の規定に基づき、特定非営利活動法人ふ

るさとの森づくリセンターの令和 5年度 (令和 5年 4月 1日 から令和 6年 3月 31

日まで)の事業報告書及び計算書類 (財産目録、貸借対照表及び活動計算書 )に

ついて監査を行つた。

この結果、法人の業務は法令、定款及び令和 5年度の活動方針、事業計画に基

づき適正に執行され、会計処理は一般に公正妥当と認められる会計原則に則つて

適正に処理されているものと認められた。

よって、私は、上記の事業報告書及び計算書類が、特定非営利活動法人ふるさ

との森づくリセンターの令和 6年 3月 31日 をもって終了する事業年度の業務執行

の状況、経営の状況及び事業年度末の財政状態を適正に表示しているものと認

める。

以 上



第２号議案

 役員名簿

令和6年4月1日～令和8年3月31日

特定非営利活動法人ふるさとの森づくりセンター

氏名 就任期間 備考

1 浅原　俊宏 令和6年4月1日～令和8年3月31日 理事長

2 大久保　勳男 令和6年4月1日～令和8年3月31日 副理事長

3 野口　金雄 令和6年4月1日～令和8年3月31日

4 浅原　ゆかり 令和6年4月1日～令和8年3月31日

5 渡邉　晃代 令和6年4月1日～令和8年3月31日

6 黒田　有三代 令和6年4月1日～令和8年3月31日

中野　正博 令和6年4月1日～令和8年3月31日 監事（新任）

鈴木　清貴 監事（退任）



 
 

令和 6 年度  事 業 計 画 （案） 

特定非営利活動法人 ふるさとの森づくりセンター 

 

【概 要】 

あきる野市菅生地区（鯉川流域）を中心に事業を展開します。  

総会１回、理事会１回を開催します。 

 

 環境教育事業   

① 自然の学校 

小中学生を主とした子ども達を対象に菅生地区を中心に里山の自然素材を活用した体験重視

型の環境教育を年6回行います。 

② 自然環境学習事業業務委託 

(1) 遊び体験から雑木林の自然と親しくなる「菅生子どもの森活動」の開催（年 6 回） 

(2) オオムラサキの棲む森をはぐぐむ、市民参加の森林整備事業「子どもが主役オオムラサキ

の森活動」の実施（年 6 回） 

 

 まちづくりの推進事業  

里山の再生による地域の活性化を図る活動を実施します。遊休農地を活用したトマト等の農産

物の栽培及び販売、放置林を活用したキノコ栽培、放置竹林の整備と材の活用等市民参加の里山

保全活動を行います。 

 

 里山の再生と活性化事業   

 横沢入地区保全活動 

横沢入里山保全地域の月 1 回の話し合いと保全活動に参加し、都立里山保全地域の保全活動

への支援を行います。 

 

 里山の保全と調査研究事業  

鯉川流域や横沢入里山保全地域等において、生態系に配慮した里山の再生手法の継続した調査

研究を実施します。 

 

 普及啓発事業  

① リフレッシュツアー 

五感を使った雑木林の散策などと心理プログラムを行うイベントを企画し、里山の癒し効果

を活かして、心の環境を耕やすことで、新しい森とのつながりをつくります。 

② 活動情報の発信 

ホームページ、facebook 等の SNS を通じて活動内容を随時紹介し、自然環境保全の意識

の啓発を図ります。また、会員向けに FULL MORI 新聞を発行します（年６回）。  

第３号議案 



(円)

科目 予算額 内訳

正会員会費 60,000 3000×20名
賛助会員会費 110,000 団体10,000円×10口、個人5,000円×2人

   受取会費計 170,000

環境教育事業収益 716,829
自然の学校年会費12,000×7名、
参加費200,000、
あきる野市委託事業432,829

まちづくり推進事業収益 700,000 野菜売り上げ
普及啓発事業収益 20,000 リフレッシュツアー2,000×10名

1,436,829

受取民間助成金
 - その他 0

0

受取寄付金 100,000
100,000

受取利息 0
雑収益 0

   雑収益計 0
  経常収益合計 1,706,829
  (2)経常費用
  事業費

469,000
10,000

810,000
2,000

68,900
   事業費計 1,359,900

会議費 1,000 茶菓代
旅費交通費 50,000 ｶﾞｿﾘﾝ代
通信運搬費 50,000 新聞等発送代
消耗品費 10,000 文具
印刷製本費 50,000 プリンタインク､コピー代
水道光熱費 110,000 ボランティアハウス、畑
賃借料 30,000 軽トラ保険代等
租税公課 1,000 謄本・印鑑証明・住民票取得、収入印紙

雑費 40,000 地元へのお礼、慶弔費、会計ソフト登録料

342,000
1,701,900

4,929

0

0
0
0

4,929
1,328,232
1,333,161

 当期経常外増減額
 税引前当期正味財産増減額
 当期正味財産増減額
 正味財産期首残高

 正味財産期末残高

 2.経常外増減の部
  (1)経常外収益

  経常外収益合計
  (2)経常外費用
  経常外費用合計

■普及啓発事業計

  管理費

   管理費計
  経常費用合計
 当期経常増減額

   雑収益

■環境教育事業計

■里山再生と活性化事業計
■まちづくり推進事業計
■里山保全と調査研究事業計

   事業収益計
   受取補助金等

   受取補助金等計
   受取寄付金

   受取寄付金計

2024年度　活動予算書（案）
2024年04月01日～2025年03月31日

特定非営利活動法人　ふるさとの森づくりセンター　特定非営利活動に係る事業の会計

 1.経常増減の部
  (1)経常収益
   受取会費

   事業収益
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